
環境情報学部が変わる
社会が変わる、学びが変わる

［SOCIETY5.0］
ソ サ エ テ ィ 5 . 0

という日本の未来が
「公私協力型大学＝四日市大学」

に期待している
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進化する環境情報学部 進化する環境情報学部

Society5.0を実現するためには、多様化するメディアを
はじめ、AI・ロボット・IoT技術に精通した人材が不可欠で
す。しかし、2030年には関連人材が50万人不足するとい
われており、『メディア情報学』に強い四日市大学への期
待がますます高まっています。

Society5.0社会においても「環境問題」は重要な課題であ
り、プラスチックごみによる海洋汚染など、地球規模の環境
問題に関する知識や解決のためのノウハウがある人材が
求められています。そのためには文系・理系の枠を超え、
「環境問題」の科学的・実践的な教育が必要となります。

超スマートな未来社会において、四日市大学に期待が集まる理由とは？

“超スマート社会”では、当たり前のように新しい人材が必要とされています！！

Society5.0のキーテクノロジーを
理解・活用できる人材への期待。

地球規模の環境課題をふまえて、
地域循環共生を実現する人材への期待。

政府が提唱する日本の未来づくり『Society5.0』が進行しています。
“超スマート社会”と呼ばれる未来社会で、あなたはどう生きていきますか？

2つの新・専攻を通し、「Society5.0」社会にかなう人材を育成します。

社会が変わる、環境情報学部が変わる。 進化する環境情報学部
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現在、自治体・企業など多くの組織が、環境問題に取り
組む専門の部署を設けています。「環境科学専攻」で
は、大気・水・土壌などの環境分析や科学的な実験技術
を修得できる実践的な学びが充実しています。

地域の温泉を使ったトマトの栽培
実験、竹粉を利用した水田の土壌
改良実験など、持続可能な農業に
かかわる研究を行います。

科学的実験・環境分析の技術が身につきます。

Society5.0の基盤となるAI開発やデータサイエンスにつ
いて学ぶカリキュラムを新設しました。IT系の仕事はもちろ
ん、今後あらゆるワーキングシーンで求められる先進技術
への理解を深め、活用スキルを修得することができます。

Society5.0に関連した技術が学べます。サイバー（仮想）空間 ＋ ＝フィジカル（現実）空間 Society5.0 超スマート社会

自動運転

AI家電

キャッシュレス

無人店舗

VR・AR

遠隔医療

環境農学研究室
AIを用いた音声合成や特定外来
生物の画像認識、AIを用いた手書
き文字の特徴抽出、各種アプリの
開発を行います。

Webアプリ・人工知能研究室

地域密着・地域貢献型大学の本学では、地域との緊密
な連携を通して、リアルな環境問題に取り組むフィール
ドワークを実践。「地域」を学びの場に、体験を通して地
球規模の環境問題解決へのアプローチを学びます。

フィールドにおける野生動物の調
査手法を習得し、在来生物の保全
や外来種の防除、獣害対策につ
いて実践的に学びます。

地域課題を教材に、実践力を養成します。

アプリ・ゲーム制作、CG・VRなど、メディア表現の実践
的なスキルが学べるカリキュラムも充実しました。メ
ディアと情報、双方の学びを生かすことで、Society5.0
への理解が深まります。

メディア関連の学びも充実しました。

野生動物保全学研究室

モーションキャプチャーによる仮想
空間とのインタラクションインター
フェイスの制作や、３Dプリンター
を使った作品制作に取り組みます。

デジタルコンテンツ研究室

思いや考えを映像化する表現手法
を身につけ、作品制作の中心となる
撮影や編集、構成・演出まで、即戦力
となる人材育成を目指します。

映像表現研究室

河川や干潟、ため池などの水質分
析を行い、水域の物質動態を明ら
かにしていきます。水域のマイクロ
プラスチック調査も行っています。

水環境科学研究室

水辺や里山の生態系や自然環境へ
の理解を深め、環境問題への意識向
上を図るとともに、生物と環境に関
するバイオサイエンスを学びます。

生命科学研究室

2030

500,000人不足

［SOCIETY5.0］ 「               」＆「                   」が誕生！環境科学専攻 メディア情報専攻

健康寿命
の延伸

社会コスト
の抑制

食料の増産 地域間格差
の解消

働き方の変革 持続可能な
作業カ推進DRONE

ROBOT

IoT

光の性質を知り、照明技術の基礎
を多角的な視点で学ぶとともに、
スタジオ・舞台照明の応用技術を
習得します。

演出照明研究室

環境科学専攻
SDGs実現につながる環境科学を学ぶ

メディア情 報 専 攻
先進的な情報技術とメディア表現を学ぶ

伊勢湾の汚染状況を調査する海洋実習

センサーカメラにて撮影

因果的な１次元畳み込み NN

AI
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参考：内閣府「Society 5.0 ビッグデータ連携がもたらす未来社会像 動画」　http://wwwc.cao.go.jp/lib_006/society5_0/society5_0_bigdata1.html



スペシャリスト育成プログラム

理論と実践を兼ね備えた充実のカリキュラム ― 環境情報学部 ― 

研究者や技術職を目指す学生のための教育プログラム

環境科学、メディア情報の研究者や技術者への道を目指したい人が、教員（メンター）
の研究室に１年次から加わり、研究や学会発表体験、難易度の高い資格取得や大学院
進学に向けた学びのサポートを受けられるプログラムです。

受験生サイト

〒512-8512 三重県四日市市萱生町1200
TEL 059-365-6711 / E-mail nyushi@yokkaichi-u.ac.jp入試広報室

https://www.yokkaichi-u.ac.jp/
このパンフレットは2022年4月現在に確認できる内容に基づいて作成しています。

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期・後期

環境情報学概論Ⅰ 環境情報学概論Ⅱ 環境情報学の基礎を学ぶ　4年間の教育内容を知る

環境情報学概論Ⅰ 環境情報学概論Ⅱ 環境情報学の基礎を学ぶ　4年間の教育内容を知る

情報系と
メディア系を接続

環境科学 生態学 環境保全学 環境科学専攻の3本柱の授業　環境科学の基礎を学ぶ

入門演習a 入門演習b 基礎演習a 基礎演習b 専門演習a 専門演習b 卒業研究a

入門演習a 入門演習b 基礎演習a 基礎演習b 専門演習a 専門演習b 卒業研究a

卒業研究b学びたい分野の研究室に所属し、少人数教育で専門の教員から学ぶ

卒業研究b学びたい分野の研究室に所属し、少人数教育で専門の教員から学ぶ

伊勢湾海洋実習 海洋環境学 海洋生物学

環境生物学 環境微生物学 陸水環境学 河川環境学

野生動物学 森林環境学 土壌環境学

食糧生産学 農業環境学 流通論 農業経営論

生活環境学 都市環境学 都市計画論 都市環境と法

地域連携環境講義 環境社会学 地域社会と環境 環境とまちづくり ツーリズム論

地球環境学 環境エネルギー論 資源循環論

環境基礎実験 環境実験・調査a 環境実験・調査b 環境実験・調査c

化学概論 環境化学

生物学概論 自然調査法

地学概論

データサイエンス概論 データサイエンスⅠ データサイエンスⅡ データサイエンスⅢ 環境データ処理

AI概論 データサイエンス実習

情報科学概論 情報科学 情報理論Ⅰ 情報理論Ⅱ 次世代メディア情報

ハードウエア概論

ソフトウエア概論 プログラミング実習基礎 プログラミング実習応用1 プログラミング実習応用2 ソフトウエア工学概論

Webプログラミング１ Webプログラミング2 Webデザイン データベース実習

グラフィックツール１ グラフィックツール2 コンピュータグラフィックス

先進メディア論 先進メディア技術

メディア概観

メディアリテラシー

メディア情報と文化 地域社会とメディア情報 メディア情報産業論

音と光の科学 メディア表現の科学

映像概論 映像技術

ビデオツール

音響照明概論 音響照明技術 電子音楽ツール

感性と創造 作品制作
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学部必修

学部必修

専攻必修

演習科目（ゼミ）

演習科目（ゼミ）
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実験・調査系科目群

データサイエンス系列

データサイエンス概論 データサイエンスⅠ データサイエンスⅡ データサイエンスⅢ 環境データ処理データサイエンス科目群

情報科学・処理系列

プログラミング系列

グラフィクス系列

メディア論系列

メディア技術系列

作品制作系列


